
○ WHO（世界保健機関）の勧告により、国際的に統一した基準で定められた死
因及び疾病の分類。現行のICD-10は約14,000項目より構成。

○ 1900年（明治33年）に初めて国際会議で承認。日本も同年より導入。
以降、WHOにおいて約10年ごとに改訂が行われ、ICD-10は1990年にWHO総会に
おいて承認され、日本では1995年より適用。

○ 日本では、ICDに準拠して「疾病、傷害及び死因の統計分類」を統計法に基づ
く統計基準として定めており、

• 公的統計（人口動態統計、患者調査、社会医療診療行為別統計等）
• 医療機関における診療録の管理

等における死因・疾病分類として広く利用。
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❒世界保健機関憲章

第63条 各加盟国は、その国において発表された保健関係の重要な法律、規則、公の報
告及び統計をすみやかにこの機関に通報しなければならない。

第64条 各加盟国は、保健総会が決定した方法によって、統計的及び疫学的報告を提出
しなければならない。

❒世界保健機関分類規則

第2条 死亡及び疾病統計を作成する各加盟国は、世界保健総会がその都度採択する国
際疾病、傷害及び死因統計分類の現行の改訂に基づいて、これを行うものとする。この分
類は、引用に際しては、国際疾病分類と称することができる。

第3条 死亡及び疾病統計の作成公表にあたっては、各加盟国は、分類、符号処理、年
齢区分、地域区分、その他の関連した定義及び基準について、世界保健総会が作成し
た勧告に、できる限り従わなければならない。

第6条 各加盟国は、本機関より依頼された場合、憲章第64条の規定に基づき、この規
則に従って作成された統計及び憲章第63条の規定により通報されない統計を提出しなけれ
ばならない。


